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力 メ フ 散歩

.....干し終わると ジュータンを敷 き詰めたよ う

Vおばあちゃんは慣れた手付きで灰を付けていく

， 
.....作業が終わってホッとするひととき

V今日ばかり は学校も休み 家族会員が協力 して

． 

ワカメ採り
宮崎潤の初夏の風物詩，天然ワ力メ採

りがち同↑9日に行われましだ。

午前4時30分すぎに解禁の合図ガある

と，漁協組合員の乗った百数十隻の小舟

ガ思い思いのワカメ採取地を目指して一

斉に繰り出され，採取地に着くと，組合

員は舟と長い刈りざおと水鏡を器用に操

り，ワカメを次々に採取しまし疋。

そして午前8時半すぎには採取が終わ

り，採れだばかりのワ力メの芯（シン〉

を取り，すぐにワラ灰にまぶし．天日干

しに。この日ばかりは学絞も臨時休絞と

なり，家族全員ガ総出で作業し，浜は久

し振りの活気に沸き」ニガりまし疋。

ワラ灰を付けて加工する方法は長期間

保存ガきくことから約 100年前から行わ

れ，灰ガi寸けてあるため黒くなっていま

すが．！突を洗い落せば若布侍育の緑色と

なり，香りや風昧がよみがえります。

さて，この白は約 825キロのワカメガ

採取されまし疋ガ，暖冬の影響なのか例

年より少なかっだそうです。天白干し加

工されだワカメは，宮崎浦漁業協同組合

に集荷され， 「富山湾特産 ・宮崎の若干日J
として販売されます。

一枚一枚ていねいに干していきます

~－ 

.....舟と長い刈りさ。おと水鏡を器用に操りワカメを採取

V取ってくる とまずウカメのシンを取ります

ι 口氏品主主計九
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北陸自動車道は，昭和63年末に全線開通し，関越自動車道を

通じて東京方面と結ばれます。ま芝，昭和48年に着工しだ都市

計画道路泊桜町線も残すところ， 鉄道立体交差部の約350~~のみ

となり．昭和65年には完成する見込みです。

そのだめ町では， これら地域幹線道路とのバランスのとれだ

交通体系を確立し，快適で住みよいまちを形成するため，新疋

に都市計画道路網を計画しましだ。 21世紀のまちづくりの骨格

ともいうべき遵路網がどうなるのか皆さんにお知らせします。
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都
市
計
画
道
路
と
は

J
’
ー
す
り
”
は
、
人
々
が
そ
こ
に
い

つ
ま
で
も
休
み
た
い
と
思
う
よ
う
な

魅
力
あ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま

凡
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化
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
生
産

・
交

通

・
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
主
ど
の
都

市
機
能
が
悦
乱
し
、
住
み
に
く
く
、
不

便
な
ま
ち
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
ニ
と
が
起

こ
ら
な
い
よ
う
に
、
人
日

・
産
業
呼

の
広
一
陀
訓
点
以
に
法
づ
き
将
米
の
市
街

化
の
動
向
や
地
域
特
性
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
佐
川

・
尚
業

・
て
業
な
ど
の

川
途
を
地
ド比
に
配
分
し
、
こ
札
に
法

づ
き
わり
バ
い

に
守
る
べ
き
松
枇
阪
の

制
限
を
定
め
て
、
建
物
の
建
築
を
誘

導
し
て
い
く
た
め
に
設
定
さ
れ
る
の

が
、
別
注
地
域
で
す
。

制
H
町
で
は
、
昭
利

ω年
に
凶
の

よ
・
ヲ
に
川
注
地
法
を
指
定
し
ま
し
た
の

都
市
計
画
道
路
の
現
状

』h泊桜町線立体交差部完成予想図

都
市
計
断
道
路
は
、
①
卜
沢
産
業

微
か
ら
ト〈
家
山
へ
伸
び
て
い
る
H

草

野
大
家
圧
線
。
（
抵
・
公

3
、
0
4
0
U
－

師
長
は
日
及
び
8

H
M
）、
②
泊
病
院
前

か
ら
牒
町

へ
伸
び
て
い
る

。泊
桜
町

線
。
｛
延
長
3
、
o
o
o
u・幅
員
同
じ

及
び

8
U
｝、③
下
沢
産
業
検
か
ら
宮

本
町
へ
伸
び
て
い
る

e
草
野
泊
線
。

（
延
長
l
、
4
1
0
げ
・一船
員
同

U
）、

!;ll 

せ
ん
。
し
か
し、

。
ま
ち
u
は
生
き
て

い
る
の
で
す
。
そ
の
姿
は
ど
ん
ど
ん

変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
ハ
山
民

一
人

一

人
が
内
分
勝
子
に
間
発
を
し
た
り
、

治
切
な
対
抗
を
い弘
て
ず
に
政
出
し
て

お
け
ば
、
ま
ち
と
し
て
の
機
能
が
欠

わ
れ
、
や
が
て
は
住
み
に
く
い
よ
よ

ち
e

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

都
市
計
酬
と
は
、
米
米
へ
の
凡
辿

し
の
も
と
に
、
別
想
的
な
機
能
と
生

活
環
境
を
備
、
え
た
新
し
い
都
市
空
間

を
形
作
る
（
便
利
で
住
み
良
く
、
親

し
み
の
あ
る
か
ま
ち
。
に
す
る
た
め

の）

総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
都
市
計
州
道
路
と

は、

こ
の
都
市
計
画
の
考
え
万
を
け府

与
と
し
て
、

「
住
み
よ
い
魅
力
的
な

ま
ち
』
を
形
成
す
る
た
め
に
建
設
さ

.泊病院前～泊環状線（昭和60年11月開通）

れ
る
道
路
の
こ
と
を
い
い
、
郎
市
形

成
の
骨
格
を
な
す
ば
か
り
で
な
く
、

市
街
化
を
促
す
直
接
的
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
も
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
道
路
の
計
画
決
定
に

あ
た
っ
て
は
、

町
を
取
リ
巻
〈
隙
々

な
碍
涜
や
町
の
規
悦
及
び
そ
の
性
柿

専
を
調
代

・
分
析
す
る
と
と
む
に
、

正
舵
な
将
米
予
測
を
ぶ
て
、
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
を
ト
分
に
見
極

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

用
途
地
域
を
設
定

市
街
地
で
は
、
人
口
や
産
業
が
集

中
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
行
わ
れ
、

放
っ
て
お
く
と
住
射
、
商
業
、
工
業

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
用
速
や
形
態
の
建

物
が
無
秩
序
に
混
在
し
て
し
ま
い
ま

す
。そ

の
結
来
、
騒
音

・
振
動

・
日
開…

妨
百
な
ど
に
よ
リ
．
仕
し
活
関
境
が
．
悲

別
%
が
繁
備
さ
れ
、
銭
る
区
聞
は
、

泊
wm町
線
の
一
部
と
泊
環
状
線
的
一

部
、
そ
し
て
停
車
場
束
事
野
線
の
全

線
と
な
り
ま
し
た
。

計
画
変
更
の
理
由

計
向
を
変
更
す
る
理
山
に
つ
い
て

は
、
住
み
よ
い
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

リ
の
日
（
阿
倍
と
し
て
、
昭
和

ω年
度
に

指
定
し
た
用
途
地
域
（
土
地
利
用
計

剛
）
と
の
核
合
性
を
図
る
と
い
う
ほ

か
、
①
こ
れ
ま
で
の
都
市
計
州
道
路

網
は
、
昭
和
問
年
に
悦
楽
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、

以
米
お
年
の
ぷ
月
を
は
れ

過
し
、
社
函
日
限
年
次
を
峰
、
え
て
い

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
計
画
策
定

l’

の
法
礎
と
な
る
市
街
地
の
人
U
や
脱

快

・
山
仙
、
さ
ら
に
勺
時
で
は
恕
保

を
絶
す
る
急
激
な
モ

l
タ
リ

l
ゼ
｜

シ
ョ
ン
の
到
米
な
ど
、
符
し
い
社
会

情
勢
の
変
化
に
対
応
す
る
必

要
が
生
じ
た
こ
と
、

②
昭
初

日
年
に
全
線
開
通
す
る
北
陪

向
動
中
泊
予
の
地
域
幹
線
道

路
と
の
聞
に
体
系
化
さ
れ
た

道
路
網
を
形
成
し
、
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
交
通
網
を
整
備
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
こ
う
た
こ

と
、
③
郎
市
計
向
道
路
の
悠

倫
進
行
状
出
か
・句、

muさ
れ

た
路
線
に
新
手
す
る
場
合
に

は
、
未
決
定
の
部
分
や
背
後

地
利
用
と
い

っ
た
面
で
問
題

が
あ
り
、
計
画
の
修
正
や
追

加
が
必
要
に
な
る
、
な
ど
に

よ
る
も
の
で
す

.建訟が進む，泊桜町線立体実差部－
昭
和
川
町
年
6
月
号
＠



計
画
変
更
の
考
え
方

計
画
変
更
に
つ
い
て
は
、
既
に
計

画
決
定
さ
れ
て
い
る
5
路
線
に
加
え、

①
町
の
玄
関
口
で
あ
る
J

R
泊
駅

の
駅
前
広
場
を
整
備
す
る
。
そ
の

際
、
新
た
に
駅
南
に
広
場
を
新
設

し
、
こ
れ
と
駅
前
を
歩
行
者
及
び

自
転
車
道
で
結
び
、
鉄
道
の
南
側

か
ら
の
通
勤

・
通
学
者
な
ど
の
駅

利
用
者
の
利
便
を
図
る
。

②
駅
南
広
場
の
新
設
と
合
せ
て
、

間
道
8
号
線
ま
で
の
幹
線
道
路
を

計
画
し
、
駅
南
側
地
域
と
駅
と
を

土
伺

h
h

。

ん
五
福
V

1
4

③
市
街
地
の
西
部
で
も
、
鉄
道
に

よ
る
市
街
地
の
分
断
と
い
う
障
壁

に
対
処
す
る
と
と
も
に
、
北
側
の

都
一
J

‘

ι
 

的

⑬

国

道

8
号
線
は
、
朝
日
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
泊
桜
町
線
ま

で
の
約
1
、
3
6
0
日
を
捻
備
。

と
な
り
ま
す
。

繰

り

返

し

検

討

都
市
計
画
道
路
は
、
現
時
点
で
釘

ま
し
い
状
態
で
あ
れ
ば
良
い
と
い
う

E特集「都市計画道路J

N 
計画決定路線

迫力日部分

市
街
地
と
北
陸
自
動
率
道
を
直
結

さ
せ
る
新
た
な
立
体
交
差
の
幹
線

道
路
を
計
画
す
る
。

④

市
街
地
の
京
都
で
も
同
様
に
、

新
た
に
鉄
道
と
立
体
交
差
す
る
道

路
を
計
闘
し
、
国
道
や
北
京
地
被

と
市
街
地
を
結
ぶ
。

⑤

国

道

8
号
線
は
、
他
の
市
町
村

も
含
め
た
広
域
的
な
幹
線
道
路
と

し
て
、
拡
幅
整
備
す
る
。

⑥
市
街
地
の
西
側
へ
の
拡
大
に
対

応
す
る
た
め
、
泊
環
状
線
や
平
野

泊
線
を
東
野
地
区
ま
で
延
長
す
る
。

⑦

市
街
地
東
側
も
同
様
に
、
現
在

の
泊
環
状
線
の
一
部
を
東
側
に
広

げ
、
背
後
利
用
地
の
拡
大
を
図
る
。

③
市
街
地
の
南
側
へ
の
拡
大
に
対

し
て
は
、
北
陸
自
動
車
道
南
側
に

幹
線
道
路
を
計
画
す
る
。

と
い
っ
た
、
鉄
道
や
国
道
、
北

陸
自
動
車
道
に
よ
り
分
断
さ
れ

て
い
る
市
街
地
の
一
体
化
を
考

慮
し
て
、
長
期
構
想
〈
計
画
）

を
立
て
ま
し
た
。

計
画
の
範
囲

企JR泊駅と駅前広場

今
回
変
更
す
る
計
画
は
、
目

標
年
次
を
初
年
後
の
昭
和
初
年

（
西
暦
2
0
0
5年
）
と
設
定
し
、

財
源
を
考
慮
し
な
が
ら
少
な
く

て
も
こ
の
年
ま
で
に
事
業
着
手

が
で
さ
る
こ
と
、
ま
た
工
事
工

法
上
の
技
術
的
な
立
場
か
ら
ル

l
ト

や
位
置
を
計
画
段
附
で
確
定
で
き
る

路
線
を
条
件
と
し
て
，
長
期
構
想
の
中

か
ら
選
ひ
、
計
画
決
定
し
ま
し
た
。

長
期
講
想
か
ら

除
外
す
る
路
線

ま
ず
、
市
街
地
東
側
で
鉄
道
と
立

体
交
差
し
、
国
道
と
主
要
地
方
道
を

接
続
す
る
道
路
で
す
。

こ
れ
は
、
鉄
道
と
国
道
が
あ
ま
り

に
も
近
按
し
て
い
る
こ
と
や
、
2
級

河
川
の
横
尾
川
や
一
般
史
的
に
形
成
さ

れ
た
集
落
密
集
地
が
あ
る
な
ど
地
理

的
な
条
件
か
ら
、
立
体
交
差
の
方
法

や
線
形
、
工
法
が
現
段
階
で
般
定
で

き
な
い
た
め
、
今
回
の
計
画
か
ら
除

外
し
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
国

道
8
号
線
の
終
点
が
隊
定
で
き
な
く

な
り
、
国
道
め
計
画
決
定
区
間
も
知

総
し
ま
し
た
。

次
い
で
北
陸
自
動
車
道
南
側
の
幹

線
道
路
で
す
。

こ
れ
も
、
2
級
河
川
の
小
川
へ
の

対
応
が
現
段
階
で
は
明
雌
化
で
さ
す
、

道
路
を
ど
の
位
置
で
接
続
す
れ
ば
理

想
的
か
確
定
で
き
な
い
た
め
、
計
画

決
定
を
見
送
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の

2
か
所
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
今
後
と
も
継
続
的
に
調
交

検
討
を
重
ね
、
技
術
的
に
路
線
決
定

が
で
き
る
段
階
に
な
れ
ば
、
計
画
に

組
み
入
れ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

計

画

決

定

路

線

要
に
応
じ
て
修
正
や
改
訂
さ
れ
、
常

に
最
良
の
町
民
生
活
を
も
た
ら
す
計

画
で
な
け
れ
ば
な
リ
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
こ
の
計
画
は
、
ロ
ー
リ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
を
採
用
し
、

5
年
な
い
し
日

年
ご
と
に
見
直
し
て
い
く
も
の
と
し

古
品
寸
ッ
。

し
か
し
、
こ
の
計
画
を
支
え
、
進

め
て
い
く
の
は
、
は
か
な
ら
ぬ
皆
さ

• 
~ · 

計
画
決
定
路
線
は
図
の
よ
う
に
な

り
ま
す
が
、
こ
れ
を
説
明
す
る
と
、

川
従
来
の
草
針
犬
家
庄
は
、
①
東

山
早
野
平
柳
線

（
下
沢
産
業
横
か
ら

国
道
8
号
線
ま
で
）
と
②
月
山
大

家
庄
線
（
国
道
8
号
線
か
ら
犬
家

庄
三
枚
橋
ま
で
）
の

2
路
線
に
分

割
し
、
起
点

・
終
点
を
蛮
更
し
ま

し
た
。

ω
泊
怯
町
線
は
従
来
ど
お
り
。

ω
④
草
野
泊
線
は
、
草
野
ま
で
延

長
（
約
3
9
0
U
）
す
る
。

削
泊
環
状
線
は
、
⑤
東
草
野
沼
保

線
（
消
防
署
前
か
ら
泊
桜
町
線
交

差
点
ま
で
）
と
＠
沼
保
宮
本
町
線

（
治
拡
町
線
交
差
点
か
ら
草
野
泊

総
ま
で
）
と
起
点

・
終
点
変
更
。

同
停
車
場
東
草
野
線
は
従
来
ど
お

間
以
上
従
来
か
ら
・
計
画
さ
れ
て
い

る
路
線
に
加
、ぇ
、
③
草
野
東
草
野

線
、
⑨
月
山
草
野
線
、
⑬
国
世

8

号
停
車
場
線
、
⑪
駅
前
広
場、

⑫

南
北
連
絡
線
、
⑬
交
通
広
場
を
新

規
に
追
加
し
ま
し
た
。

ん
自
身
で
す
。
皆
さ
ん
の
協
力
と
積

極
的
な
参
加
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
実

現
で
き
る
も
の
で
す
。
計
画
が
決
定

さ
れ
た
と
い
っ
て
も
、
一
定
期
間
が

経
過
す
れ
ば
修
正
が
で
き
ま
す
。
現

状
と
計
画
を
注
意
深
く
見
守
り
、
よ

り
建
設
的
な
意
見
が
あ
れ
ば
お
知
ら

せ
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

‘
 

・

．
 

碕・
ι

・

も
の
で
は
な
く
、
現
住
か
ら
将
来
に

至
る
あ
ら
ゆ
る
時
点
で
、
で
き
る
限

リ
好
ま
し
い
状
態
を
実
現
で
き
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

つ
ま

り
、
技
術
の
進
歩
や
人
口

・
産
業
の

変
化
、
町
民
の
生
活
意
識
の
変
化
等
、

道
路
計
画
を
取
り
巻
く
様
々
な
環
境

の
変
化
に
対
応
し
、
計
画
決
定
後
で

あ
っ
て
も
繰
り
返
し
牧
討
さ
れ
、
必

／ 

＿＠駅前広場追加

酢⑫南北連絡線

⑬交通広場

．， 

－
特
集
「
都
市
計
画
道
路
L

。

企整備が進む国道8雪線

問

引

一

、
ノ
ヤ

白
竜
司
J

晴
保

と

別
漢

こ

朝
朝

と

私
の
小
さ
い
こ
ろ
に
比
べ
、
今
は

ペ

泊
桜
町
線
や
環
状
線
な
ど
直
線
で
幅

パ

の
広
い
道
路
が
増
え
、
事
を
利
用
す

司

る
私
た
ち
に
は
と
て
も
便
利
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
反
面
、
中
心

街
の
道
路
は
道
幅
も
狭
く
、
夕
方
な

ど
草

・
自
転
車

・
バ
イ
ク

・
歩
行
者

が
入
り
乱
れ
て
、
事
故
が
起
き
な
い

の
が
不
思
議
な
く
ら
い
で
す
。
今
か

ら
こ
の
ム
中
心
街
の
道
幅
を
広
く
す
る

の
は
無
理
だ
か
ら
、
泊
桜
町
線
な
ど

が
こ
の
町
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
に

な
り
、
商
店
街
と
住
宅
街
が
別
に
な

れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

報日町商工会事務局長

鍛治武司さん

都
市
計
画
道
路
の
位
誼
図
を
見
る

と
、
全
体
的
に
秩
序
あ
る
発
展
が
則

待
で
き
る
、
調
和
め
と
れ
た
道
路
計

画
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
計
画
は
、
商
業
の
顧
客
吸
収
力
を

高
め
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
機
能
を
、

自
ず
か
ら
が
創
出
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
計
画
だ
と
思
い
ま
す
。

ど
う
か
こ
の
計
画
が
一
日
も
早
〈

実
現
さ
れ
、
朝
日
町
ら
し
さ
が
演
出

さ
れ
る
こ
と
を
念
願
し
ま
す
。

ん
占丹、

｛口

乙

川内

悲ょ
ん
レハ

『
d

，

朝
日
町
の
様
子
は
少
し
づ
っ
変
化

し
て
い
ま
す
。
大
き
な
道
路
が
で
き

る
と
、
町
の
変
化
は
も
っ
と
は
っ
き

り
と
現
わ
れ
て
き
ま
す
。

新
し
い
道
路
が
必
要
に
応
じ
て
造

ら
れ
る
も
の
な
ら
、
そ
れ
は
住
民
の

生
活
を
便
利
に
し
、
大
い
に
役
立
つ

も
の
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
道
路
計
画

は
、
新
し

い
地
域
づ
く
り
に
も
役
立

ち
ま
す
。
私
た
ち
は
、
そ
の
新
し
い

地
域
づ
く
り
に
期
待
し
、
向
ら
参
加

し
た
い
も
の
で
す
。

一級建築士

道下行道さん

今
回
決
定
さ
れ
た
都
市
計
画
道
路

は
、
す
で
に
実
施
さ
れ
て
い
る
用
途

地
域
の
指
定
と
あ
い
ま
っ
て
、
既
成

市
街
地
の
居
住
環
境
の
向
上
と
と
も

と

に
、
鉄
道
交
通
と
地
域
の
利
便
性
、

之
物
流
の
主
軸
を
な
し
て
い
る
自
動
車

と

交
通
に
将
来
と
も
十
分
に
対
応
し
、

ひ
住
み
良
い
都
市
形
成
が
進
め
ら
れ
る

も

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
北
陸
自
動

私

小
道
以
南
の
既
成
市
街
地
及
び
農
村

・
部
を
含
め
た
都
市
計
画
が
、
今
後
と

圃
も
継
続
的
に
調
査

・
検
討
さ
れ
な
け

圃
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

－
昭
和
位
年
6
月
号

＠



＠経路みん なのべ一 九

「
広
報
あ
さ
ひ
」

舎
年
で

担
歳
／

皆
さ
ん
と
町
を
結
ぶ

パ
イ
プ
役
と
し
て

や みんなの広場

「
し
仏
報
あ
さ
ひ
」
の
削
刊
サ
を
w押

さ
ん
の
お
子
も
と
に
お
出
け
し
た
の

ま
、
町
庁
、
コ品汁
V
－1
－ウ

L
山
川
ヨ
リ
ド

1
t－

E
H
F
－ゅ
s
i

，ps
i
－
－岬’h
λ
1
4

，4
，“
4
4喝
av－－
I
l
m州問
F

J
’ム

誕
生
し
た
翌
年
の
昭
和
初
年
6
月
初

円
の
－
｝
と
で
す
。

あ
の

H
か
、打
も
う
詑
年
。
そ
の
川
、

社
会
情
勢
の
急
激
な
変
化
の
中
で
、

聞
の
様
下
も
大
き
く
変
わ
り
、
発
展

し
て
き
ま
し
た
。
山
に
は
林
道
網
と

ハ休
η
阪
ぬ
が
、
昨
こ
ま

2
ロ
お
陸
桁

l
i
e
f
－

i
3
1
I
1
4
1
J？
｛
 

や
民
業
の
近
代
化
が
、
仰
に
は
迎
路

の
新
設
や
改
良
、
耐
に
は
漁
港
や
滋

岸
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
が
、

ま
た
、
町
民
体
育
や
福
祉
の
地
肢
が

建
設
さ
れ
ま
し
た
。
「
広
報
あ
さ
ひ
」

積
極
的
に
町
内
へ
出
働
け
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
と
き
は
、
ど
う
か

取
材
に
J
協
力
く
だ
さ
い
。

情
報
を
く
だ
さ
い

今
年
の
い仏
鍬
あ
さ
ひ
は
、

「例
日

間
，b
」見
つ
め
前一
す
」
と
い

・7
総
人
口
テ

ー
マ
で
編
集
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
表
紙
は
ゆ
っ
く
る
シ
リ
ー
ズ
H

と
し
て
、
町
内
の
特
産
物
は
も
と
よ

り
、
隠
れ
た
産
物
や
チ
ョ
ッ
と
変
わ

っ
た
も
の
を
作

っ
て
い
る
人
を
紹
介

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
「
あ
の
人

が
ζ

ん
な
物
を
作
っ
て
お
ら
れ
る
」

と
い
う
情
報
を
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
「
昧
の
散
歩
道
」
と
し
て
、

郷
土
め

Y
7
ま
い
も
ん
H

を
紹
介
し

ま
す
。
プ
ウ
十
り
で
は
こ
う
し
て

い
る
’

n
ょ
う
す
れ
ば
も
っ

と
お
い
し
い
H

と
い
う
こ
と
が
あ
れ
ば
知
ら
せ
て
く

だ
さ
い
ω

さ
ら
に
、
今
号
か
ら
「
み
ん
な
の

広
場
」
を
再
開
し
ま
し
た
。
な
か
ま
た

こんにちは

§＠や沿3ゐ

脱熊さんは，昭和60年に東京芸術大学院の美術

研究課程〔irll阻i)を修了。今年の 5月，入普高校で同級生

だった石田歩さんと 入善町民会館ギャラ リーで， 2人展を

開催。 「今年は，これまで個展やクソレーフ。

展な ど6回 ぐらいや ってきました。今後は，

7月13日から東京の 「銀座スルガ台画廊」

で行う個展にf{jjけて頑張リますU そして

朝 日間については， 「地元でスケッ

チをするとあらためてふるさとの良

さを感じます。 いつかは地元に

f帝っ てきたいり とのこと で

した。

は
、
川
の
脈
史
を
例
制
り
な
が
ら
、
刊

さ
ん
と
町
を
結
ぶ
パ

イ
プ
役
と
し
て

歩
ん
で
き
た
の
で
す
。

今
、
赤
茶
け
て
、
触
れ
る
と
崩
れ

そ
7
な
削
刊
号
か
ら
、
先
月
号

（
3

8
1
サ
）
ま
で
を
見
る
と
、
間
の
誕

生
か
ら
の
さ
ま
ぎ
ま
な
町
の
歴
史
と

と
も
に
、
懐
し

い
顔
、
懐
し
い
風
景

が
い

っ
ぱ

い
で
て
き
ま
す
。

皆
さ
ん
と
共
に
歩
む

広

報

紙

に

企「あさひ』創刊号

Hリ

H
，K
4
上
守
止
、
「
山U
JJ

句、、
仁
ミ
週
本

8
．十
三
H
i

－
－

4
J
E利

は
住
民
の
必
要
に
応
え
て
、
知
ら
せ

る
義
務
が
あ
る
」
と
、
お
知
ら
せ
に

主
脱
が
お
か
れ
て
い
ま
し
た
。
幕
一
本

的
に
は
今
も
そ
の
姿
勢
は
変
わ
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
相究
μ
仕
は

H

皆
さ
ん
と

北
ハ
に
歩
む
ウ
と
い
う
ニ
と
を
法
本
と

し
て
編
集
し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
μ

皆
さ
ん
が
行
政
に
し

て
ほ
し
い
H

と
い
う
立
見
や
要
胡
豆
、

ω

町
が
特
さ
ん
に
－
｝
う
し
て
ほ
し
い
H

と
い
、
7
要
望
等
を
抽
出帆
し
、
山
山
け
さ
ん

と
町
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

ち
、
さ
わ
や
か
さ
ん
、
が
ん
ば
っ
て

い
る
人
、
な
ど
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら

お
し
え
て
く
だ
さ
い
。
今
年
こ
そ
み

ん
な
で
つ
く
る
「
広

報
あ
さ
ひ
」
にがんばっています I ｜ 

市、なめ

要さん（山崎殿町出身）

か〈ま

鹿熊

..／＂転

責勤務先

高山日本五%（株）

＊趣味

華道，おかし作り

＊家族構成

父， 姉， tit時め 4人家b・矢

広

報

議

官

、

1v
i

広
報
議

官

・

℃

線
刷
版

朝日町

広
報

at－

Y刷
版

朝日町

h
F

創
刊
号
か
ら
昭
和
引
年
6
月
号

（2
5
0
号
）
ま
で
を
集
録
し
た

『広
報
あ
さ
ひ
」
縮
刷
版

同
る
中
で
、
行
政
と
し
て
よ
り
最
良

の
む
向
を
探
リ
、
結
果
と
し
て

「
皆

さ
ん
と
共
に
二
人
三
脚
で
歩
む
行
政

の
礎
」
と
な
る
広
報
紙
を
回
帰
し
た

い
と
Y
J
え
て
い
ま
す
。

ご
意
見

要
望
を

そ
の
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
か
ら
寄

せ
ら
れ
る
ご
意
見
や
要
望

・
情
報
が

大
き
な
よ
り
ど
－
｝
ろ
と
も
り
ま
す

ζ

特
に
、
広
報
あ
さ
ひ

5
月
号
と
い

っ
し
ょ
に
配
付
し
ま
し
た
町
長

へ
の

た
よ
り
「
や
ま
び
こ
通
信
」
は
、
こ

れ
ま
で
半
年
間
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
は

5
月
か
ら
米
年
の
2
川
ま
で

の
叩
か
月
間
受
け
付
け
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
町
長
へ
の
た
よ
り
と
い

っ

て
も
か
し
こ
ま
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
日
ご
ろ
か
ら
思
っ
て
い
る
ζ
と

を
通
ぶ
附
紙
に
記
入
し
、

2
つ
に
折

っ
て
ノ
リ
付
け
し
、
ポ
ス
ト
に
入
れ

る
だ
け
で
す
。
切
手
を
は
る
必
要
は

あ
リ
ま
せ
ん
。
大
い

に
利
用
し
て
く

だ
公』
い
。

ま
た
、
皆
さ
ん
の

ご
ぷ
けん
を
聞
く

た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
送
付
し
た
リ
、

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

納昌町
・M回 目恒明

泊婦人会コーラス部

井上多美子さん学級長

－
み
ん
な
の
広
場
。

さ
は
格
別
で
す
。

放
の
好
き
な
方
は
た
く
さ
ん
お
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
楽
語
が
読
め

な
い
と
か
、
芦
が
出
し
に
く
い
と
い

う
理
由
で
ち
ゅ
う
ち
よ
し
て
お
ら
れ

る
ん
が
あ
る
と
聞
き
ま
す
。
で
も
、

大
勢
で
秋
、
つ
の
で
、
そ
の
心
配
は
無

用
で
す
。
当
会
は
、
年
齢
J
u
m
歳
代

か
ら

ω歳
代
ま
で
と
バ
ラ

エ
テ
ィ
に

富
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

一
昨
年
か

ら
は
、
令
閉
め
味
わ
い
を
深
め
る
た
・

め
、
男
子
の
む
に
も
協
力
し
て
い
た

だ
き
、

一川
広

い
ハ
ー
モ
ニ

ー
を
出
す

よ
う
努
力
し
て

い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
我
が
会
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
弁

上
多
美
子
（

E
m－
－
6
8
4
）
ま

で
わね
願
い
し
ま
す
。

4
練
習
に
励
む
コ
ー
ラ
ス
部
員
た
ち

3
つ
の
答
え
の
な
か
か
ら
正
し

い
も
の
を
選
び
、
は
が
き
に
書
い

て
お
送
り
く
だ
さ
い

。
抽
選
で

3

人
の
方
に
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
を
さ

し
あ
げ
ま
す
。

っ
て
く
だ
さ
い
。
会
問
正
解
の
人
め

な
か
か
ら
、
抽
選
で

3
人
に
テ
レ
ホ

ン
カ

l
ド
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

応
必
は
一
人

一
通
に
限
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

な
お
、
答
え
の
ほ
か
、
ご
意
見
や

安
望
、
広
報
係
へ
の
情
報
、
山
符
さ
ん

に
知
ら
せ
た
い
情
報
、
イ
ラ
ス
ト
、

投
函
な
ど
を
書
き
添
、え
て
い
た
だ
け

た
ら
幸
い
で
す
c

イ
ラ
ス
ト
や
浸
函

を
書
く
と
き
は
、
黒
一
色
で
、
縫
い

総
で
書
い
て
く
だ
さ
い
。

－
R

あ
て
先
H
9
3
9
’0
7
明
日
町

道
下
1
1
3
3
番

地

朝

日

町

役

場

内
、
秘
書
広
報
係

－R

締
め
切
り

1
6
月
日
日

消
印
は
有
効
と
し
ま
す
。）

（
拓
自

の
どっ

昭和loO弁・ 3 凡に 71'1 ~－：；十立を年

業し，家からj丘かったことや

－~＇； 1＇.方の付て~hをやりたかうたの

で，山山日 J.j>: ＇；~j（に入社。 決

イlは ，総務課でが！：務を11:1当。

「ノトまで， 内分でi韮転して

以外に行ったζ とがあ リませ

ん。ノf"i'.f'.lム｛州え1.fJLfMなど

今まで行ったことのないJiJrへ
愛！Ii（白いアルト ）で1也図を／＇，・

予にドライブし てみたいなり

と般をあf＼かす。

組l沫は華道とおかし作 1)c 

クッキーやカ ップケーまれン
，，.、

ュークリームを竹：つては他人

にあげている とか。 「自分が食べるよ
(J と

1），他人にあげてよろこんでむらうは

うが好き」 と女の子 らしさをチ ョy ピ

リ。反同 「q1・7：校 ・高校とパスケット

をやっていました。会社では， バレー

ボールクラブに所属しています。また

今年グ)4J lから、町のサ γ カー クラブ

のマネージャーをしておリ，週 2凶笹

川小学校で行 う練習に参）Jllして，kt§三r
の砕きんの手伝いをしています叫 と活

発な一面も。そし て結婚相手は 「スポ

ーツの好きな人がいいですね。休日に

はいっしょにスポーツを楽し

めたら最・1翁」とのこと 。

バ
の
光
が
射
し
込
む
一
山
小
学
校
の

音
楽
を
に
、
忙
し
い
勤
め
や
慌
た
だ

し
い
主
婦
の
仕
手
を
よ
そ
に
、
楽
し

いん
い
阻
の
調
べ
が
響
き
ま
す
符

山私た
ち
は
、
泊
婦
人
会
コ
ー
ラ
ス

郎
で
す
。
講
師
に
津
山
水
上
門
的
さ
ん
を

迎
え
、
隔
週
水
昭
自
の
午
後
7
時
却

分
か
ら
練
習
し
て

い
ま
す
。

昭
和
引
年
に
結
成
さ
れ
て
か

ら
今
年
で
ロ
年
目
。
そ
の
問
、

婦
人
A
訟
の
行
事
や
町
の
音
楽
会

な
ど
て
十
時
年
発
表
す
る
と
と
も

に
、
H

朝
日
岳
の
歌
の
発
表
会
H

や
、
J
K
N
B
ラ
ジ
オ
政
送
φ

な

ど
へ
の
山
町
出
も
ん
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
『
よ
く
続
い
て
い
る

ネ
。
今
年
も
美
し
か
っ
た
、
不
J

な
ど
と
お
艇
め
の
言
葉
を
聞
く

と
、

一一
同
意
欲
を
燃
や
し
て
練

習
に
励
み
ま
す
G

そ
の
ほ
か
、
J
宍
し
い
ハ

ー
モ

ニ
ー
は
心
の
つ
な
が
リ
か
ら
ν

と
、
年

一
回

一
日

コ
ー
ス
の
ハ

イ
キ
ン
グ
を
行

い
ま
す
。
岡
政

バ
ス
で
目
的
地

へ
行
き
、
自
然

の
中
で
伸
び
伸
び
と
秋
、
っ
楽
し

広
報
ク
イ
ズ
四

長は

震谷せ

さイ圭t
元子こ
局長さん

〔
問
題
〕

＠
朝
日
町
で
標
高
が
一
番
高
い
所
は

＠

2

4
1
8
・
3

U
の
朝
日
岳
、⑤

2

6
1
0
・
9
U
の・吉
会
舟
、。

2
9
3

3
・
ー
い川
の
白一民
川dM
山

＠
朝
日
町
の
あ
け
ぼ
の
は

＠
約
叩
万
年
前
、
⑮
約
2
万
年
前
、

。
約
3
万
5
下
年
前

＠
縄
文
人
の
ふ
？
？
の
家
は

＠
竪
穴
式
住
居
、
③
岩
除
や
山
丘
上

。
）
桃
山
八
式
住
屑

（広
報
あ
さ
ひ

2
川口
す
の
「制
日
町
を

比
臥
す
」
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い

）

〔
応
募
方
法
〕

女
は
が
き
に
答
え
の
記
号
（
例
①

l
＠
、
②

i
⑤
、
③
ー
。

）、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
を
記
入
し
て
役
場
に
送

愛
車
で
ド
ラ
イ
ブ
し
た
い
／
－

－
昭
和
白
年

6
月
号
。



↓患
朝i吉
日を＠
町見
誌 直

歴す回
史 。

編

か息
ら ⑤ 

北
陸
道
と
佐
昧
駅

越
中
の

λ 

駅

律
令
時
代
、
朝
日
町
に
は
宵
道
北

除
道
が
通
り
、
佐
味
駅
が
設
起
さ
れ

て
い
た
。
佐
味
駅
の
位
置
に
つ
い
て

は、

「
下
新
川
郡
史
稿
」
に
よ
る
と
、

税
村
大
字
境
地
内
に
あ
り
し
な
る
べ

し
、
と
記
し
て
い
る
。

有
道
北
陸
道
と
は
い
か
な
る
悦
格

の
も
の
か
。
当
時
の
駅
は
ど
ん
な
仕

組
み
の
も
の
で
あ
っ
た
か
。
「
問
史

越中古代駅配滋凶
越
中
古
代
駅
配
置
図

悩
み
ご
と
は

阿
国
火
火
匹
什

4
A
1

－－＝？
E
J
 
’＼ 

心
配
ご
と
や
悩
み
ご
と
を
持
つ
人

な
ら
、
議
れ
で
も
ど
ん
な
問
地
で

も
え
般
に
相
談
し
て
も
ら
お
う

と
、
町
社
会
副
社
協
議
会
の
中

に
心
配
ご
と
相
談
所
を
設
け
て

い
ま
す
。

あ
な
た
は
、
悩
み
ご
と
で
脊

し
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
も
ち
ろ

ん
長
い
人
生
の
聞
に
は
、
誰
れ

に
で
も
多
少
の
悩
み
ご
と
が
必

ず
あ
リ
、
そ
れ
を
克
服
し
て
生

き
る
の
が
人
生
で
す
。

し
か
し
、
重
過
ぎ
る
荷
は
ど

う
し
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

ん
な
時
は
、

一
人
で
悩
む
よ
り

誰
れ
か
に
相
談
し
、
知
恵
を
出

し
合
っ
て
解
決
の
糸
口
を
見
つ

け
る
の
が
最
良
の
方
法
で
す
。

一
ふく しの窓

、、
v
F
h比、

e，
ノ
払
合
山
町
’
」

た
L

。
中
央
政
府
と
地
布
の
国
府
と
を
結

ぶ
幹
線
道
路
と
駅
制
は
、
古
代
の
中

央
集
権
国
家
に
と
っ
て
、
き
わ
め
て

R
要
主
交
通
々
信
機
関
で
あ
リ
、
律

令
同
家
の
政
治
を
支
え
る
大
動
脈
て

あ
る
と
共
に
、
後
世
の
陸
上
交
通
の

骨
絡
を
形
づ
く
っ
た
。
大
化
前
代
か

、旬
、
朝
廷
と
地
方
を
結
ぶ
あ
る
程
度

の
道
路
網
は
あ
っ
た
が
、
大
化
改
新

後
そ
れ
を
務
備
し
、
拡
大
新
設
も
し

た
。
駅
路
は
そ
の
重
姿
皮
に
よ
っ
て
、

太
年
府
と
結
ぶ
山
陽
道
を
大
路
、
来

四
お
よ
び
陸
奥
出
羽
と
を
結
ぶ
東
泌
、

東
山
両
道
を
中
路
、
北
陸
道

・
山
陰

道

・
南
海
道

・
西
海
道
の
凶
道
を
小

路
と
し
た
。

「延
喜
式
」
兵
部
省
式
に
は
、
十

世
紀
初
め
ま
で
に
完
成
し
た
全
固
め

駅
名
を
記
し
て
あ
る
。
越
中
に
は
、

坂
本

・
川
合

・
一回一理

・
白
域
・磐
瀬
・

水
橋

・
布
勢

・
佐
味
の
八
駅
が
あ
っ

た
。
佐
味
駅
以
外
の
駅
は
す
べ
て
駅

間
均
五
店
あ
て
で
佐
昧
釈
の
み
が
八
疋

の
駅
馬
が
置
れ
て
い
た
。
税
不
知
の

簸
所
を
控
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

amun

－h
 

税
不
知
の
越
後
側
の
入
口
、
沿
海
駅

（
 

な
ど
に
依
拠
し
て
略
述
し

そ
－
7
し
た
方
に
利
肘
し
て
い

た
だ

き
た
い
の
が

H

心
配
ご
と
柑
談
所
。

で
す
。

い
く
つ
も
あ
る
相
談
所

相
談
所
は
、
心
配
ご
と
相
談
所
の

ほ
か
、
次
の
相
談
所
も
開
設
し
て
い

ま
す
。

行

政

相

談

人

権

相

談

税

務

相

談

婦

人

相

談

母

子

相

談

家

庭

児

童

相

談

こ
れ
ら
の
相
談
所
は
、

一
切
無
料

で
相
談
以
は
繊
身
に
な
っ
て
相
談
に

応
じ
ま
す
。
し
か
も
、
路
管
は
厳
守

し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
れ
般
に
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

各相談所の内容（ところ朝日町福祉センター）

相桜f苛区分 開訟日時（火織目） t[ll；主的内省

心配 Jご と 相 級 4証 過 ：13:00-16. 00 心配ζと全般．符l二悩

祉関係

行 政 4目 政策 I.3週目 13・00～16.00 
役所や機関団体に対す
る可.，＂a.品：t,1
人織．法i31Rll≫llやむめ

人 4盤 相 1生第 3 迎： 13 00～16 00 Jと等（3m関係Lsι 
2費｝

4見 E持 相 t員~ 3 週； 13:00ー16:00 国税（！か統金隙1係全般

婦 J、 相
t尭 4. 6 , 8 , 9 . JO. 12. 2月 婦人の問題全般．雛絡

第 2)!l!？：附目 13: 00～16 00 間E証書F

母 + 相
Z長 5. 7, 10. II. I, 3 J'l 

f証イ・・父子・’晶l瑳円相談
~Hi且先端日 13: 00～16. 00 

寄託鹿児意紛級
5, 6, 7. 9. I I. 1£, 2月 家庭的児京総会育成の

!l¥3i週火悩目 13: 00～16. 00 相談

（
管
獅
）
に
も
八
疋
の
駅
馬
が
や
巾
益

さ
れ
て
あ
っ
た
。

駅

制

の

概

要

ト
μ
代
の
駅
制
は
、
近
世
の
宿
駅
、

現
代
の
鉄
道
駅
と
ち
が
っ
て
、
完
全

な
る
政
治
用
・公
用
の
も
の
で
あ
り
、

一
般
庶
民
は
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
駅
Mr44
栄
問
を
許
さ
れ
る

へ
い

口
〈

L

A

ruえ

普
通
の
駅
伎
に
は
、
幣
自
他

御
世

似
な
ど
の
公
使
、
お
よ
び
紺
集
伎
な

ど
が
あ
リ
、
後
に
は
正
税
使

・
大
帳

使
も
加
え
ら
れ
た
。

駅
伎
の
行
程
は
、
急
使
は
一
日
十

駅
以
上
、
普
通
使
は
一
日
八
駅
以
上

と
さ
れ
た
。
駅
佼
は
従
者
と
1
1
h

に

駅
鈴
の
旭
数

（
刻
み
目
の
数
）
に
応

じ
た
数
の
駅
馬
に
来
リ
、
駅
ご
と
に

釆
リ
継
ぎ
」
、
一
日
に
食
稲
凹
把
、
酒

一
升
な
ど
を
駅
家
で
供
与
さ
れ
た
。

駅
制
は
律
令
凶
家
を
支
え
る
不
可

欠
の
交
通
々
伝
機
関
で
あ
っ
た
か
ら
、

そ
の
消
一
訟
は
律
令
悶
家
の
盛
衰
と
軌

を
一
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、
平
安
初

期
ま
で
は
駅
制
は
厳
重
に
繋
偏
さ
れ

て
い
た
が
、
中
期
に
な
る
と
衰
退
の

き
ざ
し
が
現
わ
れ
、
後
期
以
怖
は
急

速
に
崩
れ
て
い
っ
た
。
し
か
し
駅
制

に
よ
っ
て
開
拓
さ
れ
た
仕
組
み
は
、

そ
の
後
も
朝
廷
と
公
領
、
貴
族
、
寺

社
と
荘
悶
（
庄
園
）
と
を
結
ぶ
交
通

輸
送
に
受
け
つ
が
れ
て
い
っ
た
。

上

路

道

か i数
らし税
、ぃ不
そ目安~I
ん に の
なは 』幾
日 i邑伝
lニT寸し、

は不 j草
山能｛ま
中で
のあ Iii¥¥.
iづっ 浪
Eがたの

難
問
に
は

専
門
の

相
談
所
を
紹
介

福
祉
募
金
（
春
期
）

に
ご
協
力
を

例
年
、
制
祉
関
係
募
金
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま

‘す。
こ
の
募
金
は
、
忠
ま
れ
な
い
人
や

社
会
的
ハ
ン
デ
ィ
を
符

つ
人
々
へ
の
助
け
合
い

と
、
悩
祉
の
向
上
と
明

る
い
社
会
づ
く
リ
に
活

動
す
る
民
間
福
祉
事
業

の
資
金
と
し
て
活
用
さ

れ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
一
一
協
力
を

道
が
利
用
さ
れ
た
3

む
し
ろ
こ
の
道

が
、
往
古
の
官
道
と
し
て
の
本
道
で

あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

上
路
道
の
往
古
の
姿
は
わ
か
ら
ぬ

が
、
現
校
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
、

辿
っ
て
み
よ
う
。

境
村
か
ら
境
川
に
沿
－っ
て
峡
谷
を

an
m
s
 

遡
る
こ
と
三
キ
ロ
余
り
で
大
平
に
つ

く
。
道
は
こ
こ
か
ら
東
の
万
へ
は
ほ

心
角
に
山
リ
、
で
て
－
か
ら
新
潟
県
）

境
川
の
主
流
上
路
川
に
沿
う
て
問
キ

ロ
ほ
ど
遡
る
と
上
路
に
つ
く
。

上
路
盆
地
が
終
る
と
山
路
に
か
か

り
、
や
が
て
道
路
は
な
く
主
る
。

古

い
地
図
を
見
る
と
、
上
路

l
坂
出
峠

｜
点
砂
｜
大
沢
ー
ガ
海
の
道
路
が
明

瞭
に
記
し
て
あ
る
が
、
戦
後
、
坂
田

峠
の
道
路
は
廃
道
に
な
っ
た
。
A
ー
の

二
万
五
千
分
ノ
一
の
地
図
に
は
こ
の

道
路
は
点
線
路
と
し
て
、
わ
ず
か
に

名
妓
を
留
め
て
い
る
。

町
政
施
行
列
周
年
を
記
念
し
て
発

行
し
た

「朝
日
町
誌
」
も
残
り
わ
ず

か
と
な
り
ま
し
た
。
朝
日
町
を
見
直

す
手
だ
て
と
し
て
、

町
誌
を
読
み
ま
せ
ん

か
。
町
誌
を
購
入
し

た
い
人
は
、
役
場
総

務
課
秘
書
広
報
係
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

（
宮

幻

M
I
l
o
o

内
線

2
0
4
番）

「：~；，； 
成＂＂ :1 t ・“

~－ .. 竜宮 町‘・

湖
沼
町
誌

F見 、F弐

お
願
い
し
ま
す
。

－
世
帯
当
り
募
金
内
訳
・

。
日
本
赤
十
字
社
費

3
1
5
円

。
県
議
園
神
社
奉
賛
会
費

2

5
円

。
町
社
会
福
祉
協
議
会
費
（
前
期
）

1
9
0
円

5
3
0
円

合
計

募
金
期
間

0
6片
来
日
ま
で

募
金
方
法

町
内
会
長
さ

ん
に
取
り
ま
と

め
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

i!¥3、
て~

〉、、d
e 
遺書
t事t
＼ 

おりがとうおたたかい窓

／＼ーティ

η1 

~ 
b 
r() 

0 

－
ま
ち
の
歴
史

⑪

翼
（
つ
ば
さ
）

ヲ

ソ

ヴ

扶
桑
の
国
（
菅
、
中
国
で
日
本
を

表
し
た
語
）
は
、
い
ま
や
世
界
の
リ

ー
ダ
ー
で
あ
リ
、
指
得
力
が
問
わ
れ

る
時
代
に
な
リ
ま
し
た
。
し
か
し

「
技
術
者
て
あ
れ
、
商
社
マ
ン
で
あ

れ
、
日
本
人
が
他
国
か
ら
学
ぶ
こ
と

が
な
い
と
胸
を
張
る
こ
と
に
、
康
保

が
生
ヒ
る
」
と
言
わ
れ
た
一
N
h叩
い
か
が

い
ま
し
た
。
私
は
、
い
つ
も
滋
取
に

「
自
分
に
な
い
も
の
を
他
人
は
か
な

ら
ず
持
っ
て

い
る
」
と
の
気
持
ち
で

接
す
る
こ
と
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

白
山
県
中
一
何
年
の
襲
、
婦
人
の
誕
に
、

町
を
代
表
し
て
参
加
さ
れ
る
お
二
人

に
は
、
健
康
に
留
立
し
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
大
い
に
見
聞
を
広
め
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

百
聞
は

一
見
に
し
か
ず
と
申
し
ま
す
。

多
く
の
↑
々
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
十
。

さ
て
、
二
十

一
世
紀
に
は
、
都
市

間
距
離
を
縮
め
る

H

近
距
離
航
空
路

線
。
い
か
実
現
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

：

す
。

d
zの
ハ
イ
ヤ
ー
H

「て二

ユ
l

e
J

タ
｜
航
空
路
の
開
設
で
す
。
現
枚
、

こ

高
山

・
名
古
屋
間
で
逆
行
さ
れ
て
い

り

る
チ
ャ
ー
タ
ー
使
は
、
予
想
を
上
回

と

る
人
気
を
集
め
て
い
る
と
か
。
北
陸

ひ

経
済
連
合
会
で
も
調
査
、
研
究
に
入

の

る
と
の
ニ
と
で
、
そ
の
結
果
に
よ
っ

長

て
は
、
も
っ
と
早
〈
笑
開
仇
さ
れ
る
か

町

も
し
れ
ま
せ
ん
ハ

と
こ
ろ
で
私
は
、
近
い
将
米
町
民

の
翼
を
飛
は
す
夢
を
み
て
い
ま
す
。

各
位
の
ご
意
見
を
寄
せ
て
く
だ
さ
い
。

こごとい町長のひとり

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
！
と
は

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
！
と
は
翻
盤
者

の
意
味
で
、
福
祉
の
分
野
で
こ
の
言

葉
を
使
う
場
合
、
例
、
え
ば
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
行
う
側
と
受
け
る
測
の

な
か
だ
ち
を
し
て
、
活
動
が
円
滑
に

行
え
る
よ
・7
に
す
る
人
を
示
し
ま
す
。

具
体
的
な
役
訓
と
し
て
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
助
言
、
相
談
、
関

係
す
る
情
報
の
収
集
、
提
供
、
関
係

機
関
と
の
調
慾
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
！
の
役
訓
が
今
後

ま
す
ま
す
主
要
に
な
る
と
与
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は

悩
社
、
教
行
文
化
、
保
健
衛
生
、

医
療
な
ど
、
地
践
の
諸
問
題
の
解
決

の
た
め
、
自
発
的
に
取
リ
組
む
行
為

そ
の
も
の
を
言
い
、
例
人
の
独
自
併

を
ワ
ル
に
生
か
し
、
労
働
の
付
制
を

求
め
る
こ
と
の
な
い
ぷ
本
的
姿
勢
を

明
示
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ

ず
、
い
手
掛
十
v
。

＠ 朝日町善意銀行

( 4月11El-5月10日）

。南保とく名さんから 4,000円

。道下 平野幸太郎さんから亡

要よしゑさんの供養として香

典返しの一部 100,000円

。下山新水野明さんから亡

長男昌博さんの供養として香

典返しの一部 100、000円

。泊 白馬さんから，ウイスキー

ピン 4e一杯の硬貨及び紙弊

70,539同

－
昭
和
白
年
6
月
号

⑪



生活必需品価格
5月分調査 ）前月比

ロロロ 名 fi師 絡 平 均

It ソ 111 111 
石 / 126～133 130 

(tiト先 ・ I e ) (-10) 

i自 ;ff ifh 942 
900～990 

製 （配達・ 18e) （ー l}

,r., L p ガ ス
450～700 

567 
( l m>) (-33) 

i'i 、 砂？ 期 洗 高1)
225 

225 

日 （中性洗剤・350mi) 0) 

用
ティシ :i. ペ ー パー

134～158 
142 

(400枚・紙箱入リ ） (-7} 

,¥1, トイレ y トペーパー 187 
（飲紙ロール・4個級）

160～240 (-18) 

食 ，々 ン 170 
（普通品 .6 t主l袋）

170 
。）

力日
τァ tt 

ノ 258～298
281 

(450 g . 1箱） 。）

エし よ ヲ il!i 
480～498 

486 
o .s e ・ピン入） ( + 6) 

サ フ ダ iill 
398～580 

486 
食 < 1.s e .ピン入） (-38) 

79 
（もめん ・tT) 78～ 80 ( 0) 

.ft. 
228-230 I’ 229 牛 乳

( 1 e ・パンク入） ( 0) 

ヰユ 肉
348～380 

364 
（斗’｜斉唱もも .100 g} ( +19) 

2主
~肉

148～188 
162 

（中i:l:Jもも ・100g) ( + 3) 

2喜 卵
135～140 

138 

鮮． (Mサイズ ・10側） ( + 7) 
ド一一一
五 ね ~ 198～235 211 

（持i凶品 ・1kg) (-20) 

食 !:f tl 、、 し
よ 280～435

338 
｛普通品 ・1kg) (+80) 

。目” キ ぺ’
’＼ . 、す

130～180 
155 

（普通品 ・lkg) (-26) 

人 参
143～380 

274 

｛普通品 ・lkg) (+ 7) 

i蕎 評
2月から値上がりに転じた石油製品も今月は若

平値下がりし野菜については，前月に比べおくな
っているものの，平年並の水準で機移しました。

…
応
募

・
問
い
合
わ
せ
先

川

富

山

県

弁

護

士

会

か

ら

…

〒

9
3

0
白
山
市
新
総
山
総
1
4倫

川
F

無
料
法
律
相
談
を
開
催

…

7
号、

宮
山
県
総
務
部
統
計
課
普

川

富
山
県
弁
護
士
会
で
は
、
6
月
日

…

及
係
（
宮
0
7
6
4
1
引

1
4
1

州

日
（土）
め
午
前
印
時
か
ら
午
後
3
時

…

l

l
）
へ
。

川
判

ま
で
、
市
山
県
民
会
館
6
1
2
号
宗

一

山
一

で
、
一
川
町
者

・
民
い
や
介
入
総
力
被

…
県
社

会

福

祉

協

議

会

か

ら

州

事
者
の
た
め
の
無
料
法
律
相
談
」
を

…
写
真
を
募
集

仰

開
催
し
ま
す
。

…

昭
和
臼
年
度
の
児
童
福
祉
週
間
の

山
川

近

年

目

立
っ

て
い
る
、霊
感
商
法
、一

ポ
ス
タ
ー
に
使
用
す
る
写
真
を
募
集

叫

ほ

当
託
券
の
カ
ラ
売
リ
、訪
問
販
売
、…

し
ま
す
。

川

ク
レ
ジ
ッ
ト
、
サ
ラ
金
な
ど
の
消
費

一
応
募
締
切
日

昭
和
位
年
6
日
月
初
日

…m者
問
題
や
え
せ
同
和
、
暴
力
団
に
よ

一
応
募

・
問
い
合
わ
せ
先

川川

る
債
権
取
立
等
の
民
事
介
入
暴
力
等

…

〒
9
3
0
富
山
市
舟
絡
南
町
5
1

川柳

に
つ
い
て
闘
っ
て
い
る
方
の
お
い
て

…

凶
高
山
県
社
会
福
位
協
議
会

川
酬

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

一

川
サ
ト
県
娯
楽
係

包
3
7
6
4

1
ロ

M
M

”η4
Q
d
「

3
凸む

川

富

山

地

方

法

務

局

か

ら

伽

斎
藤
俊
一
雄
さ
ん
が
人
権
擁
護
委
員
に
…

黒

部

技

能

学

校

か

ら

川

昭
和
白
年
4
月
l
H
付
け
で
、
法

一
講
習
会
を
開
催

L
mi
l

l
i
li
－

－
」
務
大
臣
か
ら

…

v
パ
ソ
コ
ン
（
初
級
）

－
V

一
成
一勝
俊

縦

さ

…

日

時

6
日月
日
日

i
刊
日

．
，
mF

一
ん
（
朝
日
町

一

午
後

6
時
1
午
後
9
時

－
 

B

4

制
U
F

一

t

h

事

一

ゆ

5

Z810…
場

所

然

部

品川
等
技
能
学
校

』
，

一
番
地
の
口
、
一
受
講
料

3
、
0
0
0
円

1

1
1
1
1
11

I
L

S

－

2
0

…
V
切
削
型
論

5
1
）
が
、
人
椛
擁
護
委
員
に
委
嘱

一

日
時

6
月
幻
自
i
訪
日

－

m日

さ
れ
ま
し
た
。
人
権
に
つ
い
て
お
閃

・

午
後
6
時
1
午
後
8
時

り
の
ト
刀
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

・

場
所
品
開
…
涼
地
成
職
業
訓
練
セ
ン

さ
い
。

．

タ

｜

0

・it
－－a
ぺ
。；・

・

受
議
料

3
、
0
0
0
円

富

山

県

か

ら

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加
を
…

N
T
T朝
日

局

か

ら

保
で
は
、
統
計
に
対
す
る
税
し
み
…

民
話
を
聞
き
ま
せ
ん
か

と
埋
解
を
深
め
て
い
た
だ
こ
う
と
、
一

N
T

T
朝
日
局
で
は
、
朝
日
町
の

コω山
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
」
…

々
械
の
木
ク
ラ
ブ
。
の
は
刊
さ
ん
の
協

を
行
い
ま
す
。

一
力
に
よ
り
、
町
内
の
民
話
の
テ
レ
ホ

応
募
締
切
日

昭
和
白
年
9
川
8
日

…
ン
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
ま
す
。
6
月

応
募
区
分

l
部

（小
学
校
3
年
生

・
は
次
の

2
つ
の
話
で
す
。
電
話
番
号

よ

ト

み

A

，

以
下
の
児
童
）
、
2
部
（
小
学
校
…
は
、
お
1
4
1
3
一8
で
す
。
ど
う
ぞ

4
年
生
以
下
の
児
童
）
、
3
部
（中

…
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

学
校
の
生
徒
）
、
4
部
（
高
等
学

…
V
6
月
1
日
i
日
日

校
以
上
の
学
生

・
生
徒
）
、
5
部

…

「
雪
女
郎」

（
山
崎
）

（
一
般
）
で
す
。
な
お
、
－
部
の

…
V
6
月
同
日
1

6
月
初
日

作
品
は
、
児
宜
が
観
祭
し
た
結
栄

一

「E
1
二
組
の
坂
」
（
笹
川
）

を
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の
）

大家！”i：特産のグリーンアスパラガス。

森の野菜の中では，ビタミ ンが比較的

多く， 5～ 6月が'i1Jの味。

今回は，このグリーンアスノマラガス

のおいしい食べ方を紹介しまし ょう 。

6月のけんこう

『
邑
田

Ft
’u

凶
用
よ
H

，h
引
』

あ
と
日
年
で
幻
世

紀
に
な
り
ま
す
。
そ

の
時
、
あ
な
た
は
何

歳
に
な
っ
て
い
ま
す

か
。

2
0
0
1
年
に

は、
「が
ん
」
の
中
で
最

も
大
き
な
死
亡
率
を

山
め
る
の
は

「
肺
が

ん
」
で
あ
る
と
考
、
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、

「
肺
が
ん
」
も

「
閏
が

ん
」
と
同
様
に
治
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
れ
に
は
、
や
は
り
「
早
期
発

見

・
早
期
治
療
」
が
必
要
で
す
。
そ

し
て

「早
期
以
北
見
」
の
た
め
に
は
、

皆
さ
ん
の
柏
録
的
な
協
力
が
必
要
で

す
。
無
病
状
の
人
で
も

「
が
ん
」

年

鈴
に
達
し
た
ら
、
年
2
聞
の
胸
部
レ

ι’A 

ン
ト
ゲ
ン
検
炎
と
妓
の
検
公
（
細
胞

診
）
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。ま

た
、
次
の
械
な
人
は
、
さ
ら
に

符
し
い
検
貨
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

①
山
侠
が
出
る
人

②
碩
聞
な

b

か
ら
せ
き
H

を
す
る
人

③
喫
煙
係
数
（
1
日
の
喫
煙
本
数
×

喫
煙
年
数
）
が
6
0
0
以
上
で
、
年

齢
が
的
歳
以
上
の
人

④
じ
ん
肺
の
人

⑤
叩
歳
以
上
の
肺
炎
の
男
性

さ
て
、
検
持
で

H

無
深
々
と
い
う

結
果
が
出
た
ら
そ
の

H

保
証
期
間
。

は
何
年
で
し
ょ
う
か
。
3
年
で
し
ょ

う
か
7
5
年
で
し
ょ
う
か
？
銭
念
な

が
ら
、
現
わ
れ
の
医
m
f
で
は
、
抜
高
で

．アスパラの刺身（浅漬）

材料

太めのアスノf

ラを用意する。

作り方

①アスパラが椴

に入る脱皮の

鍋に，IおLを少々入れたおi坊をわかす。

（水 lfに大さじ 2杯の塩）

②ア スパラの非先を手に持ったままif

グ〉刀をお湯に入れる。 l分位たった

後に芽先も入れ． 育くさみがなくな

る .f1~度までゆでる 。

③ゆで上ったらさっと水にj昌し、H妥か

みが少しのこっているう%にオくを，切

る。

④これを4～ 5センチの長さに切る。

一般的には，マヨネーズを付けて食

べるのですが‘ワサビじ ょうゆで食べ

ると、おつなl味。1箇のさかなには絶品。

⑤ゆでて， 4センチ径の長さに切った

アスパラに，人参（千切にしたもの），

さざなみ昆布． しょ うが等をiltぜ，

I；託をふると i；長；貨のできあがり 。 2～

3時間で食べられます。

グリーンアスパラガス

材料

米 5介、何j;Yz

カップ，l.k大さ

じl，妙、結よさ

じ 3~ カ ッフ＼

アスノfラカ’ス 3

も

一
年
の

似
抗
期
間

し
か
あ
リ

ま
せ
ん
。

し
た
が

っ
て
、J
H十

〈
発
見
し

て
「
が
ん
」

に
勝
つ
。
と
い
う

e
持
続
的
な
努
力
。

が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

ま
た
、
そ
れ
が
高
齢
化
時
代
に
生

き
る
健
康
法
の

一
つ
で
す
。

＠ 

＠ 

朝
日
町
立
泊
病
院
内
科
医
長

赤

川

直

次

握S
a‘ 
の
献
血

協
力
者
名

…
境
地
区

水
鳥
光
昭

・
宮
崎
地
区

水
品
孝
夫
、

．
笹
川
地
区

折
谷
秀
吉
、

…
泊
一
区
肘
日
以
正
志
、
大
島
由
甲
山
労
、

附
部
殺
、
島
問
秀
子
、
五
十
嵐
祐

一
泊
二
区

岡
本
正
、
加
必
邦
男
、
八

本
由
美
子
、
尾
山
幸
郎
、
寺
田
俊

夫
、
中
山
伸
夫
、
水
島
義
武
、
下

沢
佳
子
、
舟
見
香
織
、
後
藤
洋
邦

・
泊
三
区

長
谷
宏
、
坂
東
位
、

日
ハ沼

様
、
円
ハ
泡
雪
Y
T
’

一
五
箇
庄
地
区

吉
井
秀
樹
、
永
井
精

裕
、
来
悶
早
菌
、
必
回
総
美

一
南
保
地
区

土
井
優
子
、
長
崎
前
、

勝
原
信
弥
、
長
崎
広
行

一
山
崎
地
区

水
針
光
雄
、
大
A
R下
山
崎

一二
、
秀
永
小
．白
介
、
小
山
勝
ぶ
、

大
師
勝
也
、
一彼
辺
氏
、永
口
笑
子
、

小
山
み
わ
，
十

・
犬
家
庄
地
区

水
島
幸
弘
、
青
木
千

代
美
、
吉
田
悟
、
吉
岡
信
明
、
稲

村
功
、
冨
岡
必
二
、
金
回
敏
、
山

崎

忠

子

、

藤

組

功

（

的

名
｝

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
，
さ
い
ま
し

6
j
 

1
4
月
実
施
分
l

水
島
敏
彦

竹
内
雅
和

．アスパラののりまき

－
く
ら
し
の
情
報
室

＠

〕
岳
av
（
ク
レ
ジ
ッ

ト
の

～
4
日
（

名
義
貸
し

」
』
－

S司、

率
な
ど
比
較
的
高

く

，

一

組

な

商

品
を
叫
納
入
す

る
場
合
、
立
て
瞥
え
払
い
と
い
う
ク

レ
ジ

ッ
ト
契
約
が
利
用
さ
れ
る
。
立

て
替
、ぇ
払
い
契
約
は
、
買
い
主
が
販

売
店
か
ら
商
品
を
購
入
す
る
場
合
、

伝
販
会
社
が
一員い
主
に
代
わ
っ
て
似

売
店
に
代
金
を
一

折
し
て
支
払
い
、

そ
の
後
、
買
い
主
が
信
版
会
社
に
対

し
て
簡
品
代
金
に
手
数
料
を
加
、
え
て

金
制
を
分
訓
し
て
支
払
う
契
約
で
す
。

こ
の
契
約
を
刈
用
す
れ
ば
、
川入H
制

な
版
売
業
名
で
も
消
費
者
に
分
割
払

い
の
便
宜
を
与
、
え
る
こ
と
が
で
き
、

販
売
促
進
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、
信

販
会
社
に
と

っ
て
は
、
販
売
業
者
と

消
政
者
の
州
ち
か
ら
手
数
料
を
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ど
こ
ろ
が
、
鰍
売
業
者
の
中
に
は

信
販
会
社
か
ら
立
て
替
え
払
い
を
受

け
た
後
に
倒
産
し
た
り
、
友
人
等
か

ら
名
義
を
借
り
て
架
空
売
買
契
約
を

し
、
信
版
会
社
か
ら
代
金
を
受
け
取

る
な
ど
悪
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
賄
え

て
い
ま
す
。

ク
レ
ジ

ッ
ト
が
悲
期
さ
れ
た
場
合

名
義
を
口
し
た
消
費
者
の
責
任
に
つ

い
て
、
い
く
つ
か
の
判
例
を
み
る
と
、

「
名
義
貸
し
を
ゑ
諾
し
、
信
販
会
社

か
ら
の
確
認
の
電
話
に
も

7
解
し
て

い
る
場
合
は
、
信
販
会
社
に
契
約
め

無
効
を
主
娠
で
き
な
い
」
と
の
々
、
ぇ

方
が
ポ
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
信
販
会
社
に
支
払
い
を
作
む
こ

と
は
て
き
な
い
よ
う
て
す
。

「
名
義
貸
し
」
に
も
さ
ま
ざ
ま
な

形
態
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
ト

ラ
ブ
ル
の
多
く
は
知
人
や
友
人
な
ど

か
ら
峰
、
引
に
頼
み
込
ま
れ
、安
易
に
、

あ
る
い
は
や
む
な
く
承
知
し
た
と
い

う
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
こ
の

よ
う
な
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
は

「絶
対
に
迷
惑
を
か
け
な
い
」
な
ど

と
組
ま
れ
て
も
、
は

っ
き
り
と
断
る

ニ
と
、
ま
た
、
内
的
介
を
他
か
め
ず
に

書
鋭
な
ど
に
署
名
や
抑
印
を
し
な
い

こ
と
が
大
切
で
す
。

紙
上
交
換
コ
ー
ナ
ー

問
い
合
わ
せ

・
申
し
込
み
は
、
総

務
謀
広
報
係
へ
。
ま
た
、
「譲
リ
た
い

も
の
」
や
「
求
め
た
い
も
の
」
が
あ

れ
ば
、
同
じ
く
広
報
係

（
宮
部
1
1

1
0
0
内
線
2
0
4
4倫
）
ま
で
知
ら

せ
て
く
だ
さ
い
。

議
わ．ワサビ大さじ 4

作 り方

①普通のすしめしを作る。すだれにの

りをひいて，すしめしをのせて，中

心に ワサビをうすくぬったよに，か

たゆでにしたアスノマラをのせて，の

りまさにします。

－
昭
和
位
年
6
月
号

＠



第
ね
回
富
山
県
柔
道
大
会
で

朝
日
中
柔
道
部
が
優
勝

4
月
時
日

に

砺

波

市

で

岡

部

は

、
初
戦
か
ら
圧
倒
的
な
強

刷
似
附
さ
れ
た
第
お
田
富
山
さ
を
発
揮
し
、
決
勝
で
は
、
小
杉
南

県
柔
道
大
会
で
、
朝
日
中
中
学
佼
を
4
｜

O
で
下
し
、

3
連
覇

学
校
来
迫
部
が
優
勝
し
ま
を
達
成
し
ま
し
た
。

し
た
。

マ
女
乎
サ

l
テ
ィ

l
（
シ
ン
グ
ル
ス
）

2
位

上

島

恵

子

（
西
三
浦
町
｝

マ
女
子
ダ
ブ
ル
ス

i
位

沢

図

・
上
島
組

県
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

（
5
月
4
U

富
山
陸
上
続
技
場
）

マ
到
f
i
5
0
0
γ

2
位

長

谷

相

也
｛4
分
日
抄
7
｝

4月18日～5月17日｜

4月18日
朝日工場が完成

県
大
会
で
の
成
績

県
高
校
春
季
選
手
権
大
会

・
柔
道

（
4
凡
お
日
高
阿
武
道
館
）

マ
個
人
戦
続
々
量
級

－

佼

新

聞

義
姉
（
一
千
柳
）

第

7
回
魚
津
聾
気
後
口

l
ド
レ
l
ス

大
会

（
4
H月
初
日
魚
沖
市
）

マ
一

一
般
児
〆
Y
初
キ
ロ

2
佐
川
勝
政
的
了
時
間
8
分
泌
紗
』

マ
一
一
般
女
チ
却
キ
ロ

2
位

古

川

悦

千
戸l
時
間
泊
分
9秒）

マ
一
般
女
千
叩
キ
ロ

2
位

怯
川
息
子
（

ω一分
日
紗
｝

全
日
本
軟
式
卓
球
選
手
権
富
山
県
大
会

（
5
片
3
日
県
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
）

企 1::2ドT本丁鐙！こ植える児童芝ち

げたスタイルで集合し．先生からLJI~11't 

えのアドバイスを受け，一斉に 111んぼ

に入り‘越路平生の簡を l本 l本丁irt
に備えました。

れることになリました。

柚木文次氏 鰍6等旭日章

.fth ,j之さんは，町村合併直後のL17Hll29

年から昭和45年まで連続4Wl，明日l町

議会議.uとして、特に教育と悩利Jf/1:

の進展に尽力されましたc

また．昭初5llf.から昭和59年まで＜1JJ

円町教育委員会委員として，朝日中’下

校のぬとt-.にも功労がありまし た。 75~＆.

例目町i(l414。
伊藤一郎氏動 6等瑞宝章

伊泌さんは，昭和14年に大家rt：村怜

｜幼団只となり．昭和57年12月に退問さ

れるまで43年余りにわたり常に第一線

にあって，火災や水害，遭難等：の救助

活動に柏励され，人命と財産保全に尽

力されました。

また.JI召tll48年から57年ま での10年

間，;r:;2 分間の分団長と して前~If. され

ました。65泳．朝日町大家庄68氏。
泊
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
優
勝

5
月
9
－

m
Hに
町
氏
総
合
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
下
新
川
郡
学

童
野
球
大
会
で
、
当
町
の
泊
肝
球
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ズ
が

縦
勝
し
ま
し
た
。

住
民
混
成
陸
上
競
技
会

こ
の
大
会
は
、
定

・
跳

・
投
の
3

利
口
を
行

い
、
そ
の
総
A
H
得
点
で
順

位
を
競
う
も
の
で
、
小

・
中
日
十
吐
い、

一
般
の
部
に

1
0
0
人
余
り
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

小
学
男
子
の
部

5月14日
こと，3，き交通安全大会

この日，入替警察署と黒＊交通安全

協会が，老人福祉センターで，町内の

お年寄りらがJ150人の参加を得て，こ

とぷき交通安全大会を聞きました。

これは． 最近目立つ高齢者の交通’J ~

放をなくそうと開催されたもので．例

日町在人クラブ連合会々長の加必持ifi

きんから「悲惨な交通事般の被害!iと

ならないよう注立します」と安全11:1;

があったあと，交通安全体操や映阿，

腹話術．人形を使った衝撃実験などが

行わit.楽しみながらの交通安全の苧

科会となりました。

r、

V伊藤一郎氏V僧木文次氏

Ml:l町市野の鉄工団地地内にi；場

建設をjf主めていた（妹）トータルサウン

ドスタック社（本社東京都品川区戸経，

I日中級社長）の朝日工場が完成し，こ

の凶完成式が行われました。

！日LUI.＇；（よ‘llt＇年 9月から7,161-'f)jん

のiJJ~地内に約 3 ＇志向を投じて拙設し

1 .590・IL)j fルの広さ。今年は28人の従業

対でスター トしましたが、64年度まで

にさらに 100人を雇用し‘年商5IEPJ 

をU掃に機業に入りました。

4月24日
地場産昂について語る会

－
位
上
不
和
仁
（
山
崎
小
）

2
位
七
沢
将
人
（
山
崎
小
）

3
位
平
木
聡
（
五
箇
庄
小
）

小
学
女
子
の
部

－
位
市
百
七
昆
紀
（
山
崎
小
）

2
位
久
保
図
千
品
（
山
崎
小
）

3
位
久
保
田
麻
衣
子
（
山
崎
小
）

中
学
男
子
の
部

－
位
越
似
太
上
｛北
）

2
位

以

出

繁

幸
（横
尾
）

3
位

谷

u
一
秀
（
乎
柳
）

中
学
女
子
の
部

－
位
水
品
美
穂
（
境
）

2
位
折
谷
麻
衣
子
（
4
T
柳）

3
位
大
山
安
芸
子
（
桜
町
）

一
般
男
子
の
部

1
似
深
絞
い
い
か
r
｛上
町
｝

2
似

品

川

水

字
一
千
柳
）

3
位
越
桜
玄
樹
（
航
昆
）

一
般
女
子
の
部

－
位
尉
波
艇
い
ト
八
チ
（
一凶
州
）

2
位
佐
一
川
忠

f
（
荒
川
）

3
位

占

沢

悦

子
（道
下
）

V受通安全体療をする参加者たち
5月ア日
大家庄小で学校田の田植え

大家rt：小学校で恒例になっている’学

校mの川拙えが行われま Lた。

この臼午前10時30分，学校回横グ〉ス

キーILiで「市ぷえ集会」を聞き，集会

長只からヰとの生産，働〈 大切さなどの

説明があったあと， 5年生35人と応援

の6年生28人が，向ノfンに前がごを下

この II，師 谷自治公民館で＼「地地

政品について語る会J が開Ill¥されま

－
ま
ち
の
う
ご
き
＠

あ
す
こ

r
NMい》

や
か
に

dfν

境

棋

建

一光
成
長
女
笑
利
瑠

唆

福

沢

義

則

長

女

芙

久

境
古
今
白
川
敏
彦
日
及
川内

将

脊

西
三
浦

町

大

村

浩

二
久
悠
ル
保

清

水

町

勝

回

功

長

k
．虫剤咋抄

消

水

町

下

沢

英

明

長

男

糾

東

市

野

松

岡

縦

長

男

涼

一
郎

向

陽

町

旋

尾

一

成

二

男

仁

光

上

道

下

大

和

修

長

女

未

来

桜
町
岩
井
明
昨
長
女
一
円
也
加

町
尚
似
市
部
利
犬

e

一

月

誠

向

山

長

谷

州

帝

・以

女

尖

岐

川
込
山
行
崎
心
仲
川
相
ニ

以

列

川

也

化

川

町

小

山

間

・

一女
及
川

井
の

U

石
橋
中
川
俊
民
m
N

中
川
山
崎

下
山
新
住
・
山
H

正

弘

長

女
川
川
チ

舟

川

筋

由

井

勝

長

男

創

下

野

小

川

幸

治

以
女
川
川
河
希

お
し
あ
ん
ャ
V
蛍

f
o一
且
山

－

わ
せ
に

バ
内
」

｛
山
目
崎

｛
回
世
…
部
市

「

笹

川

｛
弥
生
町

｛
8
本

町

戸
富
山
市

－
・
中
三
・
浦
町

戸

総

塚

｛
向

陽

町

｛

境

;j(中森田林｛左立折 中水

波野谷田品

郵

得
一
二
美

建

夫

友

子
之

朗

知
H

チ

良

一

知
H

栄

康

術

真

理

ぬ野問中

『
泊

H
本

｛
弥

生

町

「

蛭

谷

戸
黒
部
市

－
辻
岩
崎

｛
東
草
野

｛
山
崎
経

｛

上

町

－
ド

山

新

｛
下
山
新

｛

令

山

｛
品
川
…
洋
市

鈴門西西大安寺 山 松竹内止に

木 lI 1:.'1 ,1; ~； 平達聞本 iK 内河川

佐仁千徳点政美宰寄与ひ
叶1・代 ：t:
盟志平手 !n－子昭志成 .'11.PISみ他

ご
め
い

ふ
く
を

ぞ震

引
回
再境

宮

崎

笹

川

笹

川

崎

向

町

中

町

上

町

西

町

仇
川
一
l
n

同
月
山
山

阿
川
山
山

赤

川
辻

岩

崎

芯山

一傍

井

の

口

三

枚

紙

ド

山

新

ド

山

新

必

塚

大

き

り

（

引

）

水

ス

サ

（

部

）

加

ハ

ヨ

（

邸

）

長
ま
つ
ゑ
（
部
）

長

降

男

（印）

一

泊

幸

太

（

乃

）

大

正

造

（

九

）

制

欲

（

乃

）

広

節

チ

｛

日

）

ム

穴

帽

比

（印）

沢

あ

い

（
市
）

中

や

ゑ

（位）

松

泰

作

（

邸

）

赤

さ

く

（卯）

上

新

作

（侃〉

石

よ

い

（

引

）

品脚

内

紋

（
引）

金

こ

と

｛九｝

水

判

的

（悶）

ね

は

ん

e
（
制）

・
昭
和
白
年
6
月
号
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朝日町立中失図書館

本
の
紹
介

「
よ
く
死
ぬ
こ
と
は

よ
く
生
き
る
こ
と
だ
」

千

葉

敦

子

我
が
身
に
起
っ
た
こ
と
を
客
観
的

に
報
道
す
る
の
は
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト

の
依
命
だ
と
、
ぃ
肉
発
を
く
リ
返
す
乳

が
ん
と
闘
い
つ
つ
、
仕
併
に
ル
十
一さ
愛

f£
リ万

亭

4

・4

間
部

プ’

千

ト

M
，
f
u、

に
生
き
る

女
性
の
必

JL
〉
1し
ヨ
ポ

ム
メ

σ・2
n
ckg

で
す
。

あ
い
あ
い
保
背
闘
保
議
者
会

下
駄
ば
き
で
ス
キ
ッ
プ
併
ょ
う
こ

桜
道
被
世
の
訟
敵
な
術
々

安
部
議
二

気
が
つ
け
ば
三
十
な
か
ば吉

永
み
ち
子

な
ぜ
？
ど
う
し
て
？
を
大
切
に
！

上
村
治
郎

日

本

の

革

命

長

谷

川

慶

太

郎

夕

陽

妄

語

加

藤

周
一

欠
陥
だ
ら
け
の
税
制
改
車

後
中
除
江

1
J

i
 

ハ
ロ

ー
プ
ラ
ス

ワ

ン

竹

十

景

子

あ
の
時
針
き
だ
と
言
え
な
か

っ
た
オ

高
崎
三
千
制

レゲ

l
ム
の
述
人

シ
ド
ニ
ィ

・
シ
ェ
ル
ダ
ン

ま
ん

が

道

第

三
巻

孫
子
不
二
雄

光
源
氏
を
愛
し
た
女
た
ち

西
沢
正
耐火

（小

説

）

や
り
過
し
た
殺
人

猛
き
柏
舟

卜
s

下

脊
の
乱

赤
川
次
郎

船
一戸
与

一

門
間
ぃ
俊
明

片
岡
義
男

中
上
健
次

日
野
瞥
三

山
本
道
子

中
津
文
彦

彼
女
の
心
と
そ
の
周
辺

火
ま
つ
り

リ
ピ
ン
ク

・
セ
ロ

ひ
と
リ
幽
け
さ

成
古
思
汗
の
鉛

卜
六
哉
の
マ
リ
ン
ブ
ル
ー本

城
美
智
子

鉄
条
網
を
越
え
て
き
た
女

浦

山

繍

時
の
ア
ラ
ベ
ス
ク
（
般
溝
正
史
賞
受

賞

作

）

服

部
ま
ゆ
み

津
和
針
物
間

三

浦

治

れ
ん
げ
読
書
会
文
学
散
歩

場日
所時絵日

時
会
場

6
月
刊
日
制
午
前

9
時
i

白
山
方
而

留

の

.Ao 
%1: 

「
や
さ
し
い
健
康
料
理
」

藤
岡
加
代
子

藤

岡

義

孝

食
べ
も
の
は
、
体
と
心
の

エ
ネ
ル

ギ
ー
に
な
り
ま
す
。
病
気
に
な
ら
な

い
た
め
に
も
健
康
で
い
る
た
め
に
も
、

何
日
の
食
中
は
大
切
で
す
。
家
紋
の

健
康
を
大
切
に
す
る
あ
な
た
の
た
め

に
野
菜
と

偽
…
の
旬
を

考
慮
し
た

ニ
の
一
問
。

新
し
い
本

（
一
般
書
）

切
を
飛
ば
せ
に
い
く
ん
で
す

6
月

剖

白
川例

午
後
l
時
叩
分
i

福
祉
セ
ン
タ
ー
茶
道
室

※
新
し
く
雑
誌

V
I
V
－－
が
は
い
リ

ま
し
た
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

Eヨ月 E司表 l~i’

大家庄アスパラガス

大家！主でのアスパラ生産iム目白秤53

年， i町が食生活の改善に役立てようと

全世慌．へのアスパラ首の西目寸を計画し．

lK.fillのほか地誌闘芸や稲脊苗に取り組

んでおられた犬家庄三枚橋の総国有弘

さんに脊下町を必願L、したのカ切台まりで，

Iえイlでは， d議閉さんを含め栽士宮農家が

30戸，II111済対象面積840アールで，￥，30

トンを出1¥:fするまでになりました。

Ji:長位｜；さんは‘ノ、ウス牧1カゼ3月下旬か

ら6付中旬まで （約50アール）.fu地物

が4月中旬から 6月末まで（約 7アー

ル）IJ ＇，桁に追われる毎日が続く 。「アス

ノマラは:f-11¥:iヵ、始まると毎日収柊 －出荷

しなければなりません。そのため．こ

のwmnは夫婦2人そろって家を空ける

ことはできませんね。でも農家にと っ

て収般時が一番うれしい時だからJ と

刊にもならないといった様子。さらに．

「 冬の寄せ株（ク リ スマスから正月に ti~，

{Iiiする技術j）に挑戦中で，年中出荷で

きる体制を作り たいりと意欲的てす。し

かし、ここまでになったのは吉弘さん

の努力ばかりでなく ，共同炊事を呼び

uトける など、奥さんの協力があったれ

ばこそ。奥さんの二三紋さんの手託が

何日農業記録賞の最優秀賞に輝いたの

もうなづける というもの。詳しくは．

h日新聞社発行 、、農業富民，， 5月号・の

「二人三脚で取り組んだアスバラガス

の産地づくり」を参照ください。

‘ 篠田吉弘さ
ん，二三枝
さんご夫姿。

－
昭
和
位
年
6
月
号

⑪

V
ア
ス
パ
ラ
の
取
材
で
藤
閉
さ
ん
毛

に
伺

っ
た
と
き
、
奥
さ
ん
に
「
私
は

は
ず
か
し
い
か
ら
写
兵
は
だ
め
」
と

言
わ
れ
た
の
で
す
が
、「
小
さ
く
載
せ

，
ま
す
」
と
約
束
し
て
、
ご
主
人
と
二

人
投
ん
で
紛
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
何
に
で
も
一
生
懸
命
に
取
り
組

ん
で
い
る
人
は
、
い
い
笑
郎
、
に
な
る

の
で
し
ょ
う
か
。

で
き
ょ
っ
た
写
兵

を
見
て
、
「小
さ
く

・
：
」
と
約
束
し

な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

で
も
約
束
で
す
か
ら
小
さ
く
載
せ
ま

す
。

V
と
こ
ろ
で
、
今
回
の
「
昧
の

散
歩
道
」
の
ア
ス
パ
ラ
の
調
理
は
、

入
普
農
業
改
良
普
及
所
の
黒
田
紀
干

さ
ん
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
子
、

思
聞
き
ん
い
わ
く
「
同
じ
調
理
を
し

て
も
、
大
家
政
の
ア
ス
パ
ラ
は
ほ
か

の
も
の
と
追
う
ん
で
す
よ
。
甘
い
ん

で
す
。

だ
か
ら
市
場
で
の
取
り
引
き

価
格
も
高
い
い
は
ず
で
す
U

と
の
こ
と
。

ア
ス
パ
ラ
と
い
う
と
、

北
山
初
道
か
一
長

野
と
思
っ
て

い
る
人
が
多
い
と
思
い

ま
す
が
、
全
国
に
出
し
て
も
恥
か
し

く
な
い
特
産
物
が
朝
日
町
に
も
育
っ

て
き
て

い
る
の
？
す
。

V
さ
て
、
広

報
あ
さ
ひ
、
A
n
や

っ
て
い
た

「
カ
メ

ラ
散
歩
」
や
「
き
わ
や
か
さ
ん
」
な

ど
を
再
開
さ
せ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の

感
惣
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

也平野数 5.116(+29)女 9.803(+ 12）計 18.561( + 12) 〔5月1日の人口〕 男 8.758 ( 0) 


